
令和５年火災統計（概要版）

令和５年 令和４年
件数 ９４件 件数 １０８件

死者 ２名 死者 ２名
負傷者 １０名 負傷者 １９名

焼損床面積 ２８２㎡ 焼損床面積 １，１０４㎡
損害額 ４６，９８０千円 損害額 １３６，１１０千円

焼損床面積及び損害額

● 焼損床面積は、前年の１，１０４㎡から８２２㎡減少の２８２㎡、損害額は前年の１３６，
１１０千円から８９，１３０千円減少の４６，９８０千円となりました。
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出火件数

● 出火件数は、前年の１０８件から１４件減少し、９４件となりました。

● 火災種別ごとでは「建物火災」が６０件で５件減少、「車両火災」が９件で増減なし、「船

舶火災」が１件で１件増加、「航空機火災」は０件で、「その他火災」が２４件で１０件減少

しました。
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火災の発生状況

● 令和５年中の火災件数は９４件で、焼損床面積は２８２㎡、損害額は４６，９８０千円、死者
２名、負傷者１０名となりました。
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件 件合　計 94 108

その他 33 31

不明 9 9

ストーブ 1 2

火遊び 0 3

コード等の配線類 5 6

マッチ・ライター 5 2

電気機器・装置 7 10

こんろ 5 10

区　分 令和５年 令和４年

放火（疑い含む） 16 15

たばこ 13 20

放火（疑い含

む） 17.0%

たばこ 13.8%

電気機器・装置
7.4%

こんろ 5.3%

コード等の配線類
5.3%マッチ・ライター 5.3%ストーブ 1.1%

その他 35.1%

不明 9.6%

令和５年

火災件数の推移

● 令和５年中は９４件で、前年より１４件の減少となりました。
● 過去１０年間の平均は１０９．９件です。

出火原因

● 主な出火原因をみると、１位は「放火（疑い

含む）」の１６件で１件の増加、２位は「たば

こ」の１３件で７件の減少、３位は「電気機

器・装置」の７件で３件の減少となりました。

● 各出火原因の上位は「放火（疑い含む）」、「た

ばこ」、「電気機器・装置」、「こん ろ」、「コード等の

配線類」、「マッチ・ライター」となり、合計件数は

５１件で、全体に占める割合は５４．３％とな

りました。
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※四捨五入しており、１００％にならない場合があります。

放火（疑い含

む） 13.9%

たばこ 18.5%

電気機器・装置 9.3%

こんろ 9.3%

コード等の配線類
5.6%

マッチ・ライ

ター 1.9%

ストーブ 1.9%

火遊び 2.8%

その他 28.7%

不明 8.3%

令和４年

平成



https://www.city.amagasaki.hyogo.jp/kurashi/syobo/kasaiyobo/1037036/1037091.html

 令和５年中の住宅火災における出火原因の第１位は「たばこ」
　　　たばこ火災は、一人ひとりの意識で防ぐことができます。たばこ火災を防ぐため４つのポイントを守りましょう。

https://www.city.amagasaki.hyogo.jp/kurashi/syobo/kasaiyobo/1037036/116hokabosi.html

　　一人ひとりが日頃から放火に対する危機感を持ち、地域ぐるみで放火されない、放火させない環境を作りましょう。

令和５年中の出火原因の第１位は「放火・放火の疑い」

　一般住宅
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令和４年 18 1 5 3 1 1 1 3 2

　併用住宅
令和５年 2 1
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合　　計
令和５年 36 4 8

　共同住宅
令和５年 21 3 6
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住宅火災の出火原因

● 住宅やアパート・マンションなど住宅火災全体の件数は３６件で、前年と増減はありませんでした。
● 令和５年中の出火件数９４件に占める住宅火災の割合は、３８．３％となりました。

● 住宅火災における出火原因の主なものとして、「たばこ」、「マッチ・ライター」、「こんろ」、「放

火（疑いを含む）」となり、その原因が住宅火災全体に占める割合は５２．８％となりました。

放火火災を防ぐ８つのポイント！

たばこ火災を防ぐ４つのポイント！



●　過去１０年間の救急出動件数をみると、平成３０年までは毎年増加、令和元年から
  は３年連続で減少に転じましたが、令和４年以降は増加傾向となっています。

令和５年救急統計（概要版）

過去１０年間の救急出動件数の推移

　令和５年中における救急出動件数は３５，００６件（前年３２，８５６件）で２，１
５０件（６．５％）の増加となり、搬送人員は２９，０１９人（前年２６，３３０人）
で２，６８９人（１０．２％）の増加となっています。１日平均は９６件 （前年９０
件）で約１５分に１件の割合で救急隊が出動したこととなり、出動件数・搬送人員とも
に、救急業務開始以来最多となりました。

程度別

●　搬送人員を程度別にみると、軽症１５，７５６人（前年１４，１９７人）で１，５
  ５９人（１１．０％）の増加、中等症１１，０２７人（前年９，９２３人）で１，１
　０４人（１１ .１％）の増加、重症１，９３０人（前年１，８９９人）で３１人（１
　．６％）の増加、死亡３０６人（前年３１１人）で５人（１．６％）の減少となって
　います。
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急 病 17,016 17,841 18,852 19,665 21,513 21,316 19,066 18,968 22,627 24,271

一 般 3,947 4,041 4,105 4,437 4,563 4,690 4,387 4,288 4,915 5,130

交 通 2,309 2,090 2,034 2,224 2,134 2,090 1,771 1,805 1,854 2,030

その他 3,495 3,501 3,734 3,611 3,750 3,661 3,187 3,137 3,460 3,575

合 計 26,767 27,473 28,725 29,937 31,960 31,757 28,411 28,198 32,856 35,006
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年齢区分別

●　搬送人員を年齢区分別にみると、高齢者が１８，４６１人で最も多く、全体の６３．

　　６％で、以下、成人、乳幼児、少年、新生児の順になっています。

事故種別

●　出動件数を事故別でみると、急病が最も多く全体の６９．３％で、以下、一般負傷、

　交通事故の順になっています。

高齢者

６５歳以上

成人

１８歳以上～６５歳未満

少年

７歳以上～１８歳未満

乳幼児

２８日以上～７歳未満

新生児

生後２８日未満

18,461人8,094人

868人

1,572人
24人

令和５年

24,271件

5,130件

2,030件

3,575件

令和５年

急病

一般負傷

交通事故

その他

22,627件

4,915件

1,854件

3,460件

令和４年

急病

一般負傷

交通事故

その他

16,674人7,704人

765人

1,151人 36人

令和４年

高齢者
６５歳以上

成人

１８歳以上～６５歳未満

乳幼児
２８日以上～７歳未満

新生児
生後２８日未満

少年
７歳以上～１８歳未満

急 病 一般負傷 交通事故 そ の 他

高齢者

６５歳以上
成人
１８歳以上～６５歳未満

少年

７歳以上～１８歳未満

乳幼児
２８日以上～７歳未満 新生児

生後２８日未満



令和５年救助統計（概要版）

●　本市の救助体制は、高度救助隊１隊、特別救助隊１隊、署救助隊２隊、水難救助隊１隊の
  計５隊の救助隊を配置しています。

●　救助工作車は２台を有し、市域の南部に１台、北部に１台を配置し、あらゆる災害におけ
  る救助体制の拡充、強化を図っています。

●　令和５年中の救助件数は７６５件（前年７００件）で６５件（９．３％）増加し、出動延
　べ隊数は、１,２１５隊（前年１,１９２隊）で２３隊（１．９％）の増加となっており、事
　故別にみると建物等による事故が最も多くなっています。

●　近年では、室内閉じ込め救助が増加しています。この室内閉じ込め救助とは、何らかの理
　由により、自力でドアを開けて外に出られなくなった又は室内に人がいると思われるが、安
　否の確認が出来ない状態のことであり、救助出動件数７６５件のうち５１２件（６６．９％）
　がこの室内閉じ込め救助出動となっています。
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22件
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令和４年救助出動延べ隊数


